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統合報告とは？



意思決定

計画

報告

統合報告とは、企業のより良い事業計画の策定や意思決定を
促し、より有用な形で企業の全体像をステークホルダーに報
告することを可能にするツールです
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投資家・その他のステークホルダーとの信頼関係の強化
企業の将来の業績の改善

有用な情報に基づいた
意思決定

主要なビジネスリスクの管理

戦略と事業計画の策定

企業がビジネスの全体像を把握することで、
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企業は統合報告を通じて、
外部経営環境を背景として、
戦略、ガバナンス、実績及び見通しが、
どのように短・中・長期的に価値を

創造・保全・毀損していくのかについて、
結合性をもって簡潔・明瞭に説明が可能に
なります
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結合性

明瞭
簡潔



国際統合報告フレームワーク
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統合報告のグローバルな実践を
促進するために策定された

原則主義かつマルチキャピタル・アプ
ローチに基づくフレームワーク



効率的・効
果的な資源

配分

結合性のあ
る効率的な
企業報告

説明能力の改善

統合思考

統合報告フレームワークを通じて、以下が可能になります
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外部経営環境を背景として組織の戦略、ガバナンス、実績、
及び見通しが、どのように短、中、長期の価値の創造、保全
又は破損につながるかについての簡潔なコミュニケーション
である。
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統合報告書について

国際統合報告フレームワーク

なぜ報告書を作成するのかWHY

基礎概念

指導原則

HOW どのように情報を作成・報告
するのか

内容要素

WHAT 何を報告するのか

 組織概要と外部環境

 ガバナンス

 ビジネスモデル

 リスクと機会

内容要素

 戦略と資源配分

 実績

 見通し

 作成と表示の基礎

ま

定義

外部経営環境を背景として組織の戦略、ガバナンス、実績、及び見通しが、
どのように短、中、長期の価値創造、保全又は毀損につながるかについての
簡潔なコミュニケーション

マルチキャピタル・レンズ：財務、製造、知的、人的、社会・関係、自然



基礎概念

統合報告フレームワークの要求事項及びガイダ
ンスの基礎を示したもの
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• 組織及び他社に対する価値の創造、
保全又は毀損

• 資本

• 価値の創造・保全・毀損プロセス



７つの指導原則 は、報告書の内容及び情報の

表示方法を提供することによって、統合報告
書の作成と表示の基礎を提供
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• 戦略的焦点と将来志向

• 情報の結合性

• ステークホルダーとの関係性

• マテリアリティ

• 簡潔性

• 信頼性と完全性

• 首尾一貫性と比較可能性



８つの内容要素 は、個別事項として報告す

るのではなく、互いに関連しているため、内
容要素間の結合性をもって報告する
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• 組織概要と外部環境

• ガバナンス

• ビジネスモデル

• リスクと機会

• 戦略と資源配分

• 実績

• 見通し

• 作成と表示の基礎



価値創造プロセス
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企業のビジネスモデルにおいて、様々な資本はインプットとして利用され、事業活動を通じて、ア
ウトプット（製品、サービス、副産物、廃棄物）に変換されます。
そして、事業活動とアウトプットは、資本への影響という、アウトカムを産み出します。



資本は、企業が価値を創造、保全、毀損する際に利用する
リソースや関係性のこと
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財務資本 製造資本 知的資本

人的資本 社会・関係資本 自然資本



なぜ統合報告を実践するのか？
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これまでの報告
企業価値に焦点を

あてた報告

戦略

将来予測・計画

過去の業績

戦略とガバナンス

実施計画・目標

ビジネス
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統合報告を通じた、情報の提供者と利用者のニーズのギャップを解消
～過去の財務情報重視の報告から、企業価値に焦点をあてた報告へ



Source: Ocean Tomo

企業価値を構成する要素の推移
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https://www.oceantomo.com/intangible-asset-market-value-study/


企業

投資家

市場と社会

統合報告の便益
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• 自社の持続的な企業価値創造ドライバーに対する理解
• 業績測定、リスク管理と意思決定の向上
• ステークホルダーとの関係性の改善
• 企業内の部所間の連携
• 資本市場におけるパフォーマンス向上 (次スライド参照)

• より広範囲の資本に関する情報に基づいた投資判断が可能
になる

• 投資先企業のマネジメントへの信頼性向上
• 投資先企業との、より有用な対話

• 企業の統合報告と統合的思考を通じた、金融市場の安定と持
続的な発展を叶える適切な資源配分と企業行動の実現



資本コストの低下
Nanyang Business School

株式流動性と企業価値向上
Stanford University

株価上昇
University of Singapore

長期的投資家の増加
Harvard Business School

統合報告を実践することの有益性が研究結果においても
証明されています
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https://papers.ssrn.com/sol3/papers.cfm?abstract_id=2839819
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S036136821730065X?via%3Dihub
https://www.researchgate.net/publication/307890433_Towards_better_business_reporting
https://www.hbs.edu/faculty/Pages/item.aspx?num=49250
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まとめ
統合報告を通じて… 

 企業内部の意思決定の改善

 投資判断に有用な情報の提供

 企業の持続的な価値創造

 金融市場の安定と持続的な発展を可能と

する適切な資源配分に寄与



統合報告の普及状況
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…2,500 社超...

70か国超

…40か国超 の取引所のサポート

グローバル
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リソース
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Integrated Reporting Examples Database

統合報告における好事例の共有

The International <IR> Framework

統合報告を実践する企業向けに、原則と概念を提供

<IR> Business Network

統合報告を実践する世界の企業により構成されるネッ

トワーク

examples.integratedreporting.orgwww.integratedreporting.org

http://examples.integratedreporting.org/home
http://www.integratedreporting.org/
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Transition to integrated reporting: A getting started guide

自社独自の統合報告書を作成するにあたって、統合報告報告フレームワークを補足するガイダンス

Implementation resources

https://integratedreporting.org/wp-content/uploads/2021/09/Transition-to-integrated-reporting_A-Getting-Started-Guide.pdf


ありがとうございました
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